
結
論
を
、
規
制
を
含
め
た
Ａ
Ｉ
基
本
法
と
し
て
国
民
に
分

か
り
や
す
く
示
す
べ
き
こ
と
を
重
ね
て
強
く
申
し
上
げ
、

れ
い
わ
新
選
組
を
代
表
し
て
の
反
対
討
論
と
い
た
し
ま

す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
大
岡
委
員
長　
次
に
、
辰
巳
孝
太
郎
君
。

○
辰
巳
委
員　
私
は
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
、
Ａ
Ｉ

推
進
法
に
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
す
。

　
急
速
に
発
展
す
る
Ａ
Ｉ
は
、
多
分
野
で
深
刻
な
問
題
を

引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
大
量
の
個
人
情
報
の
収
集
、
漏

え
い
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
で
あ
る
Ａ
Ｉ
が
人
を
評
価
、
選
別
す
る
プ
ロ
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
や
ス
コ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
差
別
や
不
利
益
、
著
作

権
な
ど
の
知
的
財
産
の
侵
害
、
軍
事
利
用
、
偽
情
報
、
誤

情
報
を
用
い
た
選
挙
へ
の
介
入
、
開
発
、
運
用
に
必
要
な

大
量
の
電
力
消
費
に
よ
る
地
球
温
暖
化
へ
の
悪
影
響
な
ど

で
す
。
企
業
の
利
益
追
求
の
Ａ
Ｉ
開
発
、
活
用
に
よ
っ

て
、
市
民
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
今
必
要
な
の
は
、
Ａ
Ｉ
の
発
展
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、

予
防
的
な
観
点
も
含
め
て
、
権
利
保
護
の
強
化
や
リ
ス
ク

に
応
じ
た
規
制
を
行
う
こ
と
で
す
。
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
意
識

調
査
を
見
て
も
、
現
状
は
Ａ
Ｉ
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る

環
境
に
な
い
、
規
制
が
必
要
だ
と
い
う
の
が
市
民
多
数
の

声
で
す
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
案
は
Ａ
Ｉ
推
進
一
辺
倒
で
す
。

法
案
に
基
づ
き
国
が
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
と
し
て
整
備
す
る
情

報
の
対
象
は
、
国
が
持
つ
情
報
に
加
え
、
大
学
や
研
究
開

発
法
人
に
及
び
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
限
定
さ
れ
ず
、
個

人
情
報
も
含
ま
れ
ま
す
。
自
治
体
の
責
務
規
定
や
大
学
、

国
民
の
努
力
義
務
ま
で
盛
り
込
み
、
行
政
、
学
術
、
国
民

の
広
範
な
情
報
を
Ａ
Ｉ
の
研
究
開
発
、
活
用
の
た
め
に
整

備
し
、
提
供
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
も
の
で
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
侵
害
の
危
険
性
を
高
め
る
も
の
だ
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
国
の
責
務
と
し
て
、
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
国
の
行
政
機
関
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
技
術
の
積
極
的

な
活
用
を
進
め
る
と
明
記
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
に
は
、
バ

イ
ア
ス
や
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
庁
が
開
発
し
た
児
童
虐
待
判
定
を
行
う
Ａ
Ｉ

に
正
確
性
の
問
題
が
見
つ
か
り
、
導
入
を
見
送
っ
た
事
例

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
に
判
断
を
委
ね
る
の
は

極
め
て
危
険
で
あ
り
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
す
。

　
さ
ら
に
、
法
案
が
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
、
安
全
保
障
の
観
点

か
ら
も
重
要
な
技
術
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
は
重
大
で

す
。
日
米
は
、
次
期
戦
闘
機
と
連
動
す
る
無
人
機
の
Ａ
Ｉ

技
術
を
共
同
研
究
す
る
こ
と
に
合
意
し
て
い
ま
す
。
法
案

は
、
こ
う
し
た
殺
傷
兵
器
に
つ
な
が
る
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス

技
術
の
研
究
開
発
、
活
用
も
含
め
推
進
す
る
も
の
で
あ

り
、
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
法
案
の
基
本
理
念
で
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
研
究
開
発
、
活
用

を
、
産
業
の
国
際
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
旨
に
行

う
と
掲
げ
て
い
る
と
お
り
、
法
案
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
、
市

民
の
権
利
を
守
り
、
生
活
や
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
た
め
で

は
な
く
、
産
業
界
の
利
益
の
た
め
に
使
う
こ
と
を
推
進
す

る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
法
案
に
は
実
効
性
あ
る
新

た
な
規
制
の
法
整
備
が
な
い
の
で
す
。
Ａ
Ｉ
推
進
一
辺
倒

で
、
市
民
の
権
利
を
侵
害
し
、
社
会
へ
の
悪
影
響
を
拡
大

さ
せ
る
危
険
を
高
め
る
も
の
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

　
以
上
、
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

○
大
岡
委
員
長　
こ
れ
に
て
討
論
は
終
局
い
た
し
ま
し

た
。

　
　
　
　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

○
大
岡
委
員
長　
こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。

　
内
閣
提
出
、
人
工
知
能
関
連
技
術
の
研
究
開
発
及
び
活

用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
及
び
こ
れ
に
対
す
る
修
正
案

に
つ
い
て
採
決
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
今
井
雅
人
君
外
二
名
提
出
の
修
正
案
に
つ
い
て

採
決
い
た
し
ま
す
。

　
本
修
正
案
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

　
　
　
　
〔
賛
成
者
起
立
〕

○
大
岡
委
員
長　
起
立
少
数
。
よ
っ
て
、
本
修
正
案
は
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
原
案
に
つ
い
て
採
決
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

　
　
　
　
〔
賛
成
者
起
立
〕

○
大
岡
委
員
長　
起
立
多
数
。
よ
っ
て
、
本
案
は
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

○
大
岡
委
員
長　
こ
の
際
、
た
だ
い
ま
議
決
い
た
し
ま
し

た
本
案
に
対
し
、
國
場
幸
之
助
君
外
六
名
か
ら
、
自
由
民

主
党
・
無
所
属
の
会
、
立
憲
民
主
党
・
無
所
属
、
日
本
維

新
の
会
、
国
民
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
、
公
明
党
及
び

有
志
の
会
の
共
同
提
案
に
よ
る
附
帯
決
議
を
付
す
べ
し
と

の
動
議
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
提
出
者
か
ら
趣
旨
の
説
明
を
聴
取
い
た
し
ま
す
。
お
お

た
け
り
え
君
。

○
お
お
た
け
委
員　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
附
帯

決
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
提
出
者
を
代
表
し
て
、
そ
の
趣

旨
を
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
案
文
の
朗
読
に
よ
り
趣
旨
の
説
明
に
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。人

工
知
能
関
連
技
術
の
研
究
開
発
及
び
活
用
の

推
進
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

（
案
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項

に
留
意
し
、
そ
の
運
用
等
に
つ
い
て
遺
漏
な
き
を
期
す

べ
き
で
あ
る
。

一　
Ａ
Ｉ
の
研
究
開
発
及
び
活
用
に
当
た
っ
て
は
、

「
人
間
中
心
の
Ａ
Ｉ
社
会
原
則
」に
基
づ
き
、
人
間
の

尊
厳
を
損
な
わ
な
い
こ
と
を
大
前
提
と
す
る
こ
と
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
を
人
間
の
倫
理
観
、
価
値
観
及
び
目
的

に
沿
っ
て
動
作
さ
せ
る
Ａ
Ｉ
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の
観
点

に
基
づ
い
た
研
究
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
。

二　
本
法
に
基
づ
く
Ａ
Ｉ
基
本
計
画
、
指
針
の
策
定
そ

の
他
の
Ａ
Ｉ
政
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
リ
ス
ク

の
最
小
化
の
み
な
ら
ず
、
我
が
国
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の

導
入
促
進
に
よ
る
便
益
に
つ
い
て
も
十
分
考
慮
す
る

こ
と
。

三　
生
成
Ａ
Ｉ
を
含
む
Ａ
Ｉ
技
術
は
、
社
会
や
経
済
に

対
し
て
便
益
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
様
々
な
リ
ス
ク

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
際

し
て
の
留
意
点
や
リ
ス
ク
の
回
避
策
等
に
つ
い
て
、

事
業
者
や
国
民
に
対
し
て
十
分
に
周
知
す
る
こ
と
。

ま
た
、
リ
ス
ク
の
把
握
を
含
め
た
Ａ
Ｉ
の
適
切
な
利

活
用
の
方
法
に
つ
い
て
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
等

の
場
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
リ

テ
ラ
シ
ー
教
育
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

四　
Ａ
Ｉ
技
術
を
悪
用
し
た
デ
ィ
ー
プ
フ
ェ
イ
ク
ポ
ル

ノ
、
と
り
わ
け
児
童
の
画
像
等
を
使
用
し
た
も
の
へ

の
対
策
に
つ
い
て
は
、
各
種
法
令
の
適
用
に
よ
る
厳

正
な
取
締
り
及
び
被
害
者
の
保
護
を
行
う
と
と
も

に
、
サ
イ
ト
管
理
者
等
へ
の
違
法
な
情
報
の
削
除
依

頼
を
強
化
す
る
こ
と
。
ま
た
、
同
対
策
の
実
効
性
を

高
め
る
た
め
の
方
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

五　
我
が
国
で
利
用
さ
れ
る
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
多

く
が
外
国
産
で
占
め
ら
れ
て
い
る
一
方
、
日
本
語
で

の
出
力
に
課
題
が
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
日
本
語
の

大
規
模
言
語
モ
デ
ル
を
ベ
ー
ス
と
し
た
国
産
の
生
成

Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
実
用
化
に
向
け
た
研
究
開
発
及
び

デ
ー
タ
整
備
の
一
層
の
推
進
に
官
民
を
挙
げ
て
取
り

組
む
こ
と
。
ま
た
、
将
来
に
お
い
て
競
争
力
を
高
め

る
た
め
に
も
、
Ａ
Ｉ
を
国
家
戦
略
上
の
重
要
分
野
と

位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
の
基
盤
的
技
術
や
モ

デ
ル
の
研
究
開
発
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
。

六　
Ａ
Ｉ
関
連
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
健
全
な
競

争
を
促
進
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
含
む
新
規
参
入
者
に
係
る
障
壁
を
撤
廃

し
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
場
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
。

七　
Ａ
Ｉ
技
術
の
研
究
開
発
が
総
合
的
に
行
わ
れ
る
必

要
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
学
際
的
見
地
か
ら
Ａ
Ｉ
人

材
の
育
成
を
強
化
し
、
特
に
次
世
代
の
競
争
力
を
高

め
る
こ
と
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
研
究
開
発
や
人
材

の
育
成
・
確
保
に
向
け
た
官
民
の
十
分
な
投
資
を
確

保
す
る
た
め
、
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

八　
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、

業
務
の
効
率
化
及
び
社
会
課
題
の
解
決
等
に
資
す
る

こ
と
に
鑑
み
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
地
域
の
民

間
事
業
者
に
よ
る
Ａ
Ｉ
の
積
極
的
な
利
活
用
に
向
け

た
環
境
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
利
活
用
に

際
し
て
は
、
Ａ
Ｉ
が
有
す
る
様
々
な
リ
ス
ク
を
踏
ま

え
て
、
個
人
情
報
の
保
護
そ
の
他
の
国
民
の
権
利
利

益
の
保
護
を
図
り
つ
つ
、
適
正
性
の
確
保
に
も
十
分

に
留
意
す
る
こ
と
。

九　
活
用
事
業
者
等
に
対
す
る
調
査
、
指
導
及
び
助
言

等
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
事
業
者
等
の
営
業
秘
密
や
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